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は じ め に
男性型脱毛症 は 遺伝的基盤が あ る 人 の 毛組織に 男
性 ホ ルモ ン が作用 す る こ と に よ り 生ず る と 考 え ら れ
て い る が1' 2 ） ， そ の遺伝形式は ま だ十分 に 解 明 さ れ
て は い な い 。 早 期 に は 成長期が短 縮 し ， 休止期毛の
割合が増加 す る と 考 え ら れ， 毛周 期 を 繰 り 返す こ と
に よ り 毛包のサ イ ズ、は 縮ノj、 し 軟毛性 毛包 と な る 。 こ
れは 終毛の軟毛化 と 呼ば れ る 。 我 々 は 皮膚科脱毛外
来 で生薬混合エキ ス （OMG ロ ー シ ョ ン ） を 使用 し ，
男 性型脱毛症 の 治 療 に つ い て 臨床 的 に 検討 し そ の有
用 性 を 認め た の で こ こ に 報告す る 。
材料 お よび方法
OMG ロ ー シ ョ ン を 投与 し た 男性型脱毛症患者
の うち 1 年以上継続 し て使用 し て い る 26例 を 対象 と
し た 。 こ れ ま で中 国 お よ び本 邦 で漢方医学的に 脱毛
症疾患 に 有効 と さ れ て い る 方剤 を 検討 し ， 13種類の
生薬 （ 当 帰， Jll奇， 鶏血藤， 茜早根， 丹参， 桃仁，
紅花， 側柏葉， 何 首烏， 防風， 人参， 補骨脂， 黒豆）
を 選択 し て75% エ タ ノール抽 出 溶液 を 作成 し ， OMG
表 1 OMG 結果の ま と め
例数 平均年齢 曜病期 間
男性型脱毛症 （ 全体） 26例
著効例 3例
36 . 0歳 7 . 1年
有効例 12例
や や 有 効 例 4例
37 . 2  9 . 6年
不変 ・ 悪化例 7例
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ロ ーシ ョ ン と し た 。 こ の ロ ー シ ョ ン を 小筆で脱毛音rs
位に 1日 2回塗布 さ せ た 。 内服薬 と し て は 十全大楠
湯 な どの 漢方生薬 を 投与 し た症例 も あ っ た が， 患者
は 1 ～ 2 ヶ 月 に 1 度の割合で受診す る こ と が 多 く ，
内 服 に よ る 効果 は 無視 し た 。 治療効果の判 定 は ， 終
毛や軟毛の育毛状態や頭皮の 露出 面積 な ど を 臨床写
真 な どか ら ， ま た 患者の 自覚症状 な ど も 加味 し て 総
合的 に 行 っ た 。 判 定 は 著効， 有効， やや有効， 不変
． 悪化の 4 段階 に 分 け て 評価 し た 。
結 果
結 果 を 表 1 に 示す 。 OMG ロ ー シ ョ ン を 1 年以上
継続 し て 使用 し て い る 26例 に つ い て 効 果判 定 を 行 っ
た 。 そ の 内 訳は 著効 が 3 例， 有効が12例， やや有効
が 4 例， 不変お よ び悪化が 7 例 で あ っ た 。 有効以上
を 効 果 があ っ た と す る と ， 有効率 は 57 . 7% であ っ た 。
背景 因子 に つ い て み る と ， 著効 お よ び有効例 では平
均年齢は 36歳， 抜け は じ め よ り 初診 ま での期 間が7 . 1
年， 治療期 間 は 25 . 7 ヶ 月 であ っ た 。 一方やや有効 お
よ び不変 ・ 悪化の症例 では平均年齢は37 . 2歳， 抜け
は じ め よ り 初診 ま での期間は9 . 6年， 治療期 間 は 19 . l
治療期間
25 . 7 ヶ 月
19 . l ヶ 月
ヶ 月 であ っ た 。 著効 お よ び有
効 と 判 定 き れ た症例 を 紹介す
る 。 症例 1 は 34歳男性。 約 8
年前 よ り 頭頂部つ い で前頭部
に か け て 終毛 の直径が減 じ 疎
に な っ て き た （ 図 1 a ） 。 OMG
治療24 ヶ 月 後 に は ， 明 ら か に
前頭部お よ び頭頂部の頭皮 の
見 え る 部分 の 面積が縮小 し て
い る 。 ま た 毛髪の サ イ ズは そ
の径が増大 し て い る （ 図 1 b） 。
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こ の症例 は 著効 と 判定 し た 。 症例 2 は 39歳男性。 約
5 年前 よ り 頭頂部を 主体に 終毛の軟手化が認め ら れ
る よ うに な り ， 疎に な っ て き た （ 図 2 a ） 。 OMG 治
療22 ヶ月後の所見 では， 疎に な っ て い た 領域がやや
縮小 し て お り ， 周辺 の毛髪がやや 太 く な っ て い る
（ 図 2 b ） 。 こ の症例 は 有効 と 判 定 し た 。 症例 3 は 35
歳男性。 約8 年前 よ り 前頭つ い で頭頂部の終毛の径
が減 じ る よ うに な っ て き た 。 各種育毛剤 を 使用 す る
も 効 果 は 認め ら れ な か っ た （ 図 3 a ） 。 OMG 治療20
ヶ月後の所見 では ， 頭頂 並び に 前頭部の 疎 に な っ て
い る 領域が縮小 し て お り ， 主 と し て 周 辺 の領域 で毛
髪径の増大が見 ら れた （ 図 3 b ） 。 こ の症例 は 著効 と
判 定 し た 。
図 1 症例 1 (34歳男性， 擢病期 間 約8 年 ）
a: OMGロ ション
使用前
b:OMGローション
使用24ヶ月後
図 2 症例 2 (39歳男性， 擢病期 間 約5 年 ）
a:OMGローション
使用前
b:OMGローション
使用22ヶ月後
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図 3 症例 3 (35歳男性， 擢病期間約8 年 ）
a:OMGローション
使用前
b:OMGローション
使用20ヶ月後
考 察
男性型脱毛症 の病因 と し て は ， androgen や 遺伝
的因子 の 関 与 が以 前か ら 知 ら れて い る 。 androgen
に 関 し て は ， 高 安 ら 3 ）が 5 α・ reductase 活性 を 男性
型 脱毛症患者 と 正常 人 を 比較 し て 前者が高値 で あ る
こ と を 示 し ， ホ ル モ ン 関与 を 示唆 し て い る 。 男性型
脱毛症 に お け る 軟毛 を 超微形態学的に検討 し て み る
と ， 終毛 と 比較 し て 毛髄 を 欠 く な ど の違 い は 認め ら
れ る も の の ， 構成細胞に 本質的 な 差 異 は 認め ら れ な
い 。 し か し な が ら 毛包周 囲 お よ び毛乳頭の毛細 血 管
網は 減少 し 毛乳頭の細胞間基質は著 し く 減少 し て
い る 。 特に 毛乳頭では ， 有窓性 の 血管 内 皮 細 胞 は 認
め ら れず ， 末梢循環血液量の減少が終毛の軟毛化 に
関 与 し て い る 可能性 も あ る 4. 5 ） 。
治療効果 と 患者の 背景困子 を 比較検討 し て み る と ，
平均年齢に あ ま り 差 は 認め ら れ な い が， 抜け は じ め
よ り 初診ま での期間を 比較す る と ， 著効 ・ 有効の群
では期聞が知し ま た 治療期聞 の 比較 では ， 治療期
聞が長い と 治療効果が高 く な る 傾向が得ら れ た 。 こ
の 傾向は 高橋 ら 6. 7 ） が報告 し た も の と 同様で、 あ る 。
こ れ ら の こ と か ら ， OMG ロ ー シ ョ ン に よ る 男性型
脱毛症 の 治療 に 関 し て は 治療が早け れば早 い 程 よ く ，
ま た 有 効か 否か を 判定す る に は 少 な く と も 2 年以 上
の 治療並び、 に 経過 観察が必要 と 思 われ る 。 こ の こ と
は 男性 型脱毛症 の 経過カ、数年 ～ 10年の 単位 で生ず る
こ と を 考え あ わせれば， 数ヶ月の 単位で薬剤 の 育毛
効果が出て く る と は 考え に く く ， 一種の 生理的現象
男性型脱毛症 と 漢方 治療
と も 考 えら れ る 終毛の軟毛化 を 薬剤 に よ り 逆転 さ せ
よ う と 言 う の で あ る か ら 当 然の こ と と 考 えら れ る 。
OMG ロ ー シ ョ ン 外用 に よ る 育 毛効 果を 部位別 で
見 て み る と ， 有効以上の症例 で は 前頭部 よ り は 頭 頂
部の方が よ り 効 果が あ り ， 毛髪径 の増大が認め ら れ
る よ う であ る 。 こ れ ら の判 定は あ く ま で肉眼的 な も
の であ り ， 定量的な も の では な い 。 し か し な が ら こ
れ ら 育毛効果の部位別 の相違に つ い て は ， 前頭部 と
頭 頂部の毛組織の生物学的態度に 何 ら か の違 い があ
る 可能性 も あ り ， 今後の検討が必要で、あ る 。
こ れ ま で治療効果の判 定 に つ いて は ， 肉眼判 定 と
写真判 定 を 主体 と し て お り ， 定量性 に 欠 け る と 言 わ
ざ る を えな い 。 ト リ コ グ ラ ム では ， 単位面積 あ た り
径 4 0µm 以 上 の 毛髪の 密度が外見上重 要 で、あ る と 考
え ら れ て お り 8 ） ， ま た 男性 型脱毛症患者 に 対 し 何度
も 皮膚生検 を 施行す る には 問題が あ る と 思わ れ， m
vivo 試験法 と し て は 毛髪径 の 測 定 が育毛効 果の判
定 に 際 し 有用 な指標 と な る と 考え ら れ る 。 最近， 当
科外来 で も マ ク ロ ス コ ー プ を 使 用 し ， 男性型脱毛症
患者の頭部で測定部位 を 決め， 定 期的 に 毛髪径 の 計
測 を 行 い， OMG ロ ー シ ョ ン の育 毛効果を 検討し て
い る 。
OMG ロ ー シ ョ ン の構 成 生 薬1 3種類 の各々 の薬理
作用 に つ い て は 現在の と こ ろ ， 明 ら か に な っ て い る
も の は 少 な い 。 こ れ ら の う ち で， 当 帰は 呼吸 ・ 循環
中 枢に 対す る 抑制作用， 人参は糖， 脂 質代謝の促進
作 用 ， 紅花は 平滑筋 に 対す る 興奮作用 があ る と さ れ
て い る 9）。 他 の生薬に つ い て も 種々 の薬理作用 が報
告 さ れ て い る が， こ れ ま での と こ ろ 皮 膚科領域 と く
に 毛組織 に 対す る 薬理作用 に つ いて は ほ と ん ど 報告
が見 ら れ な い 。 わ ず か に ， 当 帰， 鶏血藤， 茜早根，
人 参， 丹参， 桃仁， 紅花な ど に は 血行改善作用 10i,
防風は抗炎症作用 ， 何首烏， 黒豆は 白毛の黒毛化11 )'
側柏葉は 男性型脱毛症， 補骨脂 は 円形脱毛症 に 使 用
さ れ て い る が1 2） ， 科学的根拠 に は 乏 し い 。 た だ し 補
骨 脂 の よ う に psoralen を 含 有 し ， PUVA 療 法 と
し て の性格 を 有す る も の も あ る 12） 。 当 教室に お ける
C3H マ ウ ス を 用 い て の OMG ロ ー シ ョ ン 塗布に よ
る 育毛効果の検討では ， 良 好な 結果を 得て お り ， 今
後 OMG ロ ーシ ョ ン あ る い は 各成分別 生薬の 毛組織
に 対す る 詳 細な作用機序 に 関 し て の研究が必要 と 思
わ れ る 。
- 10-
文 献
1 ） 安 達健二， 宇塚 誠 ： 抗 男性 ホ ルモ ン 剤 の研究
開 発 と 育 毛効 果. Fragrance Journal 1 7, 73 
-79, 1 989. 
2 ） 高 島 巌 ： 毛の 医学 ： 127- 147， 文光堂， 東京，
1987. 
3 ) Takayasu S., Adachi K. : The conversion 
of testosterone to 17β－hydroxy- 5α －3-on e 
(dihydrotestosterone) by human hair 
follicles. J. Clin. Endoclinol. M etab., 34,10 98 
-110 1, 1972. 
4 ） 諸橋正昭， 高橋省三 ： 脱毛症の電顕病理， Fra­
grance Journal 17, 66-72, 1989. 
5 ） 諸橋正昭， 高橋省三： 血 液循環不良 と 脱毛症 ．
Fragrance Journal 17, 38 42, 1989. 
6 ） 高橋省三ほ か ： 生薬混合エ キ ス の養 毛効果の 検
討． 和漢医薬学会誌 7, 416-417, 1990. 
7 ） 高橋省三ほ か ： 生薬混合エ キ ス （OMG ロ ー シ
ョ ン ） の 男性 型脱毛症， 円形脱毛症 に 対す る 臨
床的検討. Fragrance Journal 1 9, 88 91,1991. 
8 ) Rushton, H .  et al .  : The unit area trichogram 
m th e assessment of androgen-dependent 
alopecia. Br. J. Dermatol. 1 09, 429 437, 1 9 83 
9 ） 高木敬次郎 ： 和漢薬物学 ： 293 297 , 76 80, 
303 304， 南 山堂， 東京， 1982.
10 ） 上海科学技術出版社， 小学館編 ： 中 薬大辞典，
小学館， 東京， 617-619, 1 524- 1527, 1985. 
1 1） 上海科学技術 出 版社， 小学館編 ： 中 薬大辞典，
小学館， 東京， 274-277, 805-806 , 1985. 
12 ） 上海科学技術出版社， 小学館編 ： 中 薬大辞典，
小学館， 東京， 1619-1620, 2420-2423, 1985. 
